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表記説明：”＿”はスペースを表し、”ｃｒ”はキャリッジリターンを表します。また本機からの返信コマンド欄の”：”は連続して同様のデータがある事を意味します。

ホストから本機への
送信コマンド

内容 本機からの返信コマンド 説明

ＡＡｃｒ 風袋引き ＡＡｃｒ （エコーバック）
ＡＢｃｒ データ送信中止 ＡＢｃｒ （エコーバック）
ＡＣｃｒ プラスピークホールドモードにする ＡＣｃｒ （エコーバック）
ＡＤｃｒ 通常計測表示にする ＡＤｃｒ （エコーバック）
ＡＬｃｒ マイナスピークホールドモードにする ＡＬｃｒ （エコーバック）
ＡＥｃｒ プラス・マイナスピーク値をゼロクリアする ＡＥｃｒ （エコーバック）
ＡＦｃｒ ｋｇ単位系にする ＡＦｃｒ （エコーバック）
ＡＧｃｒ Ｎ単位系にする ＡＧｃｒ （エコーバック）
ＢＡｃｒ 計測データ１つ（現在の計測値）の ＢＡｃｒ　ＮＡ□□□□□□ｃｒ □□□□□□：６桁（符号及び小数点含む）の数値※１

送信要求
ＢＢｃｒ 計測データを連続送信要求(10回／秒） ＢＢｃｒ　ＮＡ□□□□□□ｃｒ
ＢＢ１ｃｒ 計測データを連続送信要求(20回／秒） ＢＢ１ｃｒ　ＮＡ□□□□□□ｃｒ
ＢＢ２ｃｒ 計測データを連続送信要求(50回／秒） ＢＢ２ｃｒ　ＮＡ□□□□□□ｃｒ
ＢＢ３ｃｒ 計測データを連続送信要求(100回／秒） ＢＢ３ｃｒ　ＮＡ□□□□□□ｃｒ
ＢＣｃｒ 形式の送信要求 ＢＣｃｒ　ＮＥ□□ｃｒ □□：型番を示す２桁の数字

０２：ＦＧＰ－０．２、０３：ＦＧＰ－０．５、０４：ＦＧＰ－１
０５：ＦＧＰ－２、０６：ＦＧＰ－５、０７：ＦＧＰ－１０
０８：ＦＧＰ－２０、０９：ＦＧＰ－５０、１Ａ：ＦＧＰ－１００

ＢＤｃｒ 単位の送信要求 ＢＤｃｒ　ＮＨ□ｃｒ □：単位を表す１桁の数字
０：Ｎ、１：ｋｇ、２：ｇ

ＢＥｃｒ プラスピーク値の送信要求 ＢＥｃｒ　ＮＢ□□□□□□ｃｒ □□□□□□：符号および小数点含む６桁の数値※１
ＢＦｃｒ マイナスピーク値の送信要求 ＢＦｃｒ　ＮＣ□□□□□□ｃｒ □□□□□□：符号および小数点含む６桁の数値※１
ＥＡｃｒ 単独メモリモード要求 ＥＡｃｒ （エコーバック）
ＥＢｃｒ 連続メモリモード要求 ＥＢｃｒ （エコーバック）
ＥＣｃｒ 標準メモリモード要求 ＥＣｃｒ （エコーバック）
ＥＤｃｒ メモリモード読み出し ＮＤ□ｃｒ □：メモリモードを表す１桁の数字

０：単独メモリ、１：連続メモリ、２：標準メモリ
ＥＥｃｒ メモリ登録・メモリ開始/終了 ＮＦ□□□□ｃｒ 単独メモリモードの場合の返信

①単独メモリモードの場合、現在の □□□□：メモリ番号を表す４桁の数字※２
計測データを１件メモリ登録します。 メモリが一杯（１００件）の場合は、”０１０１”が入ります

②連続メモリモードの場合、当コマ ＮＧＳ□□□□ｃｒ 連続メモリモードの場合のメモリ開始時の返信
ンドを送信するとメモリを開始し、 □□□□：メモリ開始番号を表す４桁の数字※２
再度送信するとメモリを終了します。 開始時にすでにメモリが一杯（１０００件）の場合は、

”１００１”が入ります。
ＮＧＥ□□□□ｃｒ 連続メモリモードの場合のメモリ終了時の返信

□□□□：メモリ終了番号を表す４桁の数字※２
メモリ開始時にメモリが一杯（１０００件）の場合は、
メモリ終了時に”１００１”を入れて返信します・
ホストよりメモリ終了コマンド”ＥＥｃｒ”が送信される
前にメモリが一杯になった場合、メモリ終了コマンドを
受信時に”１０００”を入れて返信します。

③標準メモリモードの場合、当コマ ＮＧＳ□□□□ｃｒ 標準メモリモードの場合のメモリ開始時の返信
ンドを送信するとメモリを開始し □□□□：メモリ開始番号を表す４桁の数字※２
再度送信するとメモリを終了します。 開始時すでにメモリが一杯（５０件）の場合は

”００５１”が入ります。
ＮＧＥ□□□□ｃｒ 標準メモリモードの場合のメモリ終了時の返信

□□□□：メモリ終了番号を表す４桁の数字※２
メモリ開始時にメモリが一杯（５０件）の場合は、
メモリ終了時に”００５１”を入れて返信します・
ホストよりメモリ終了コマンド”ＥＥｃｒ”が送信される
前にメモリが一杯になった場合、メモリ終了コマンドを
受信時に”００５０”を入れて返信します。

ＥＦｃｒ メモリデータ要求 ＮＩＬＯＧ＿＿＿□＿＿＿＿＿ｃｒ □：メモリモードを表す１桁の数字
続いて、下記①～③のいずれかの ０：単独メモリ、１：連続メモリ、２：標準メモリ
データが連続で送信されます。
①連続メモリモードの場合
ＮＩＵＮＩＴＳ＿□＿＿＿＿＿ｃｒ □：単位を表す１桁の数字

０：Ｎ、１：ｋｇ、２：ｇ

ＮＩＤＡＴＡ＿＿＿＿□□□□ｃｒ □□□□：メモリ数を表す４桁の数字※２

ＮＩＰＭＡＸ＿＋＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＭＭＡＸ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＰＭＩＮ＿＋＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＭＭＩＮ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＰＫＣ＿＿＋＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラスピーク値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＰＫＴ＿＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナスピーク値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＡＶＥ＿＿△＿□□□□□ｃｒ □□□□□：平均値を表す５桁（小数点含む）の数値※３
△：符号（”＋”または”－”）

ＮＩＤＥＶ＿＿＿□□□□□□ｃｒ □□□□□□：標準偏差を表す６桁（小数点含む）の数値※４

ＮＩＨＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ □□□□□：コンパレータ上限設定値を表す５桁の数値※３
△：符号（”＋”または”ー”）

ＮＩＬＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ □□□□□：コンパレータ下限設定値を表す５桁の数値※３
△：符号（”＋”または”ー”）

ＮＩ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （改行を意味する文字列）

ＮＩ ＤＡＴＡ＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （以降に計測データを送信する事を意味する文字列）

ＮＩ□□□□＊△＿○○○○○ｃｒ □□□□：メモリ番号を表す４桁の数字※２

： ＊：コンパレータの判定結果を表す１文字

（”ＮＩ□□□□・・ｃｒ”の行を Ｈ：下限設定値≦計測データ＞上限設定値

メモリ番号”０００１”から最終 Ｌ：下限設定値＞計測データ≦上限設定値

メモリまで送信。最大１０００件） Ｏ：下限設定値≦計測データ≦上限設定値

： Ｂ：下限設定値＞計測データ＞上限設定値

： ＿：コンパレータｏｆｆ（下限設定値＝上限設定値＝０）

： △：符号（”＋”または”－”）

： ○○○○○：計測データを表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＥＮＤ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （メモリデータ送信の終了を意味する文字列）

※１　符号、小数点、４桁の数字が入ります。例：”＋０２．１０”
※２　４桁の数字が入ります。　例：”００２１”
※３　小数点、４桁の数字が入ります。例：”０２．１０”
※４　小数点、５桁の数字が入ります。例”００．１５０”
（※１～４の数値において、小数点の位置は機種と単位によって異なります）

　当資料はデジタルフォースゲージＦＧＰ－□シリーズとホスト（パソコン等）がＲＳ－２３２Ｃで通信する際のコマンドの一覧表です。
　接続・通信設定の詳細につきましては、フォースゲージに付属の取扱説明書を参照下さい。
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表記説明：”＿”はスペースを表し、”ｃｒ”はキャリッジリターンを表します。また本機からの返信コマンド欄の”：”は連続して同様のデータがある事を意味します。

ホストから本機への
送信コマンド

内容 本機からの返信コマンド 説明

ＥＦｃｒ メモリデータ要求（続） ②単独メモリモードの場合
ＮＩＵＮＩＴＳ＿□＿＿＿＿＿ｃｒ □：単位を表す１桁の数字

０：Ｎ、１：ｋｇ、２：ｇ

ＮＩＤＡＴＡ＿＿＿＿□□□□ｃｒ □□□□：メモリ数を表す４桁の数字※２

ＮＩＰＭＡＸ＿＋＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＭＭＡＸ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＰＭＩＮ＿＋＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＭＭＩＮ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＡＶＥ＿＿△＿□□□□□ｃｒ □□□□□：平均値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

△：符号（”＋”または”－”）

ＮＩＤＥＶ＿＿＿□□□□□□ｃｒ □□□□□□：標準偏差を表す６桁（小数点含む）の数値※４

ＮＩＨＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ □□□□□：コンパレータ上限設定値を表す５桁の数値※３
△：符号（”＋”または”ー”）

ＮＩＬＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ □□□□□：コンパレータ下限設定値を表す５桁の数値※３

△：符号（”＋”または”ー”）

ＮＩ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （改行を意味する文字）

ＮＩ＿ＤＡＴＡ＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （以降に計測データを送信する事を意味する文字）

ＮＩ□□□□＊△＿○○○○○ｃｒ □□□□：メモリ番号を表す４桁の数字※２

： ＊：コンパレータの判定結果を表す１文字

（”ＮＩ□□□□・・ｃｒ”の行 Ｈ：下限設定値≦計測データ＞上限設定値

をメモリ番号”０００１”から最終 Ｌ：下限設定値＞計測データ≦上限設定値

メモリまで送信。最大１００件） Ｏ：下限設定値≦計測データ≦上限設定値

： Ｂ：下限設定値＞計測データ＞上限設定値

： ＿：コンパレータｏｆｆ（下限設定値＝上限設定値＝０）

： △：符号（”＋”または”－”）

： ○○○○○：計測データを表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＥＮＤ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （メモリデータ送信の終了を意味する文字列）

③標準メモリモードの場合
ＮＩＵＮＩＴＳ＿□＿＿＿＿＿ｃｒ □：単位を表す１桁の数字

０：Ｎ、１：ｋｇ、２：ｇ

ＮＩＨＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ □□□□□：コンパレータ上限設定値を表す５桁の数値※３
△：符号（”＋”または”ー”）

ＮＩＬＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ □□□□□：コンパレータ下限設定値を表す５桁の数値※３
△：符号（”＋”または”ー”）

ＮＩＤＡＴＡ＿＿＿＿□□□□ｃｒ □□□□：メモリ数を表す４桁の数字※２

ＮＩ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （改行を意味する文字）

ＮＩＮｏ．□□□□＿＿＿＿＿ｃｒ □□□□：メモリ番号を表す４桁の数字※２

ＮＩＰＭＡＸ＿＋＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＭＭＡＸ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＰＭＩＮ＿＋＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＭＭＩＮ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＰＫＣ＿＿＋＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラスピーク値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＰＫＴ＿＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナスピーク値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＮＩＬＡＳＴ＿＋＿□□□□□ｃｒ □□□□□：最終計測データを表す５桁（小数点含む）の数値※３

：
（”ＮＩＮｏ・・ｃｒ”から
”ＮＩＬＡ・・ｃｒ”の行をメモリ
番号”０００１”から最終メモリ
まで送信。最大５０件）

：
ＮＩＥＮＤ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （メモリデータ送信の終了を意味する文字列）

ＥＨｃｒ メモリ最終データクリア ＮＪＯＫｃｒ 設定されているメモリモードの最終データの消去完了

ＮＪＮＧｃｒ データが無い場合

ＥＩｃｒ メモリ全クリア ＥＩｃｒ （エコーバック）
ＥＪｃｒ メモリ数読出し 以下のデータを連続で送信します。

ＮＭＬＯＧ□ｃｒ □：メモリモードを表す１桁の数字
０：単独メモリ、１：連続メモリ、２：標準メモリ

ＮＭ□□□□ｃｒ □□□□：メモリ数を表す４桁の数字※２
ＥＫ□□□□□△△△△△ｃｒ コンパレータ上限値、下限値の設定 ＥＫ□□□□□△△△△△ｃｒ （エコーバック）

□□□□□：コンパレータ上限設定値
５桁（符号含む）の数値※４

△△△△△：コンパレータ下限設定値
５桁（符号含む）の数値※４

また設定する値は表示値で単位、小数
点はありません。液晶の数値表示部に
表示される計測値の桁数に相当する値
を入力下さい。
［設定例]
型式：ＦＧＰ－５（表示可能範囲
±５０．００Ｎ、表示分解能
０．０１Ｎ）において上限設定値を
”＋５．００Ｎ”下限設定値を
”－２０．００Ｎ”　に設定する場合
”ＥＫ＋０５００－２０００ｃｒ”
を送信します。

ＥＬｃｒ コンパレータ上限設定値、下限設定値 ＮＯ□□□□□△△△△△ｃｒ □□□□□：コンパレータ上限設定値
の読出し ５桁（符号含む）の数値※５

△△△△△：コンパレータ下限設定値
５桁（符号含む）の数値※５

※２　４桁の数字が入ります。例：”００２１”
※３　小数点、４桁の数字が入ります。例：”０２．１０”
※４　小数点、５桁の数字が入ります。例”００．１５０”
※５　符号、４桁の数字が入ります。例”＋２０００”、”－２０００”
（※２～５の数値において、小数点の位置は機種と単位によって異なります）

3／4



表記説明：”＿”はスペースを表し、”ｃｒ”はキャリッジリターンを表します。また本機からの返信コマンド欄の”：”は連続して同様のデータがある事を意味します。

ＵＮＩＴＳ＿□□＿＿＿＿ｃｒ

ＡＶＥ＿＿△＿□□□□□ｃｒ

ＨＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ

ＬＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ

＿＊＊＿ＥＮＤ＿＊＊＿＿ｃｒ （メモリデータ送信の終了を意味する文字列）

ＵＮＩＴＳ＿□□＿＿＿＿ｃｒ

ＡＶＥ＿＿△＿□□□□□ｃｒ

ＨＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ

ＬＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ

（メモリデータ送信の終了を意味する文字列）

ＵＮＩＴＳ＿□□＿＿＿＿ｃｒ

ＨＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ

ＬＬＭＴ＿△＿□□□□□ｃｒ

＿＊＊＿ＥＮＤ＿＊＊＿＿ｃｒ （メモリデータ送信の終了を意味する文字列）

した場合

（※２～４、６の数値において、小数点の位置は機種と単位によって異なります）

出力した場合

出力した場合

出力した場合

内容 本機からの返信コマンド 説明
●連続メモリモードの計測値メモリデータ表示状態において、 以下のデータを連続して送信します。
ＰＥＡＫキーを押してメモリデータをＲＳ－２３２Ｃより ＿ＳＴＡＴＩＳＴＩＣＳ＿ｃｒ （以降に統計データが送信される事を意味する文字列）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （改行を意味する文字列）
□□：単位を表す文字列（２文字）

”＿Ｎ”または”ｇ＿”または”ｋｇ”

ＤＡＴＡ＿＿＿＿□□□□ｃｒ □□□□：メモリ数を表す４桁の数字※２

ＰＭＡＸ＿＿＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＭＭＡＸ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＰＭＩＮ＿＿＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＭＭＩＮ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＰＫＣ＿＿＿＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラスピーク値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＰＫＴ＿＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナスピーク値を表す５桁（小数点含む）の数値※３
□□□□□：平均値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

△：符号（”＿”または”－”）

ＤＥＶ＿＿＿□□□□□□ｃｒ □□□□□□：標準偏差を表す６桁（小数点含む）の数値※４
□□□□□：コンパレータ上限設定値を表す５桁（小数点含む）の数字※３

△：符号（”＿”または”－”）
□□□□□：コンパレータ下限設定値を表す５桁（小数点含む）の数字※３

△：符号（”＿”または”－”）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （改行を意味する文字列）

＿ＤＡＴＡ＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （以降に計測データを送信する事を意味する文字列）

□□□□＊△＿○○○○○ｃｒ □□□□：メモリ番号を表す４桁の数字※２

： ＊：コンパレータの判定結果を表す１文字

（”□□□□＊・・・ｃｒ”の行を Ｈ：下限設定値≦計測データ＞上限設定値

メモリ番号”０００１”から最終 Ｌ：下限設定値＞計測データ≦上限設定値

メモリまで送信。最大１０００件） Ｏ：下限設定値≦計測データ≦上限設定値

： Ｂ：下限設定値＞計測データ＞上限設定値

： ＿：コンパレータｏｆｆ（下限設定値＝上限設定値＝０）

： △：符号（”＿”または”－”）

： ○○○○○：計測データを表す５桁（小数点含む）の数値※３

●単独メモリモードの計測値メモリデータ表示状態において、 以下のデータを連続して送信します。
ＰＥＡＫキーを押してメモリデータをＲＳ－２３２Ｃより ＿ＳＴＡＴＩＳＴＩＣＳ＿ｃｒ （以降に統計データが送信される事を意味する文字列）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （改行を意味する文字列）
□□：単位を表す文字列（２文字）

”＿Ｎ”または”ｇ＿”または”ｋｇ”

ＤＡＴＡ＿＿＿＿□□□□ｃｒ □□□□：メモリ数を表す４桁の数字※２

ＰＭＡＸ＿＿＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＭＭＡＸ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＰＭＩＮ＿＿＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＭＭＩＮ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３
□□□□□：平均値を表す５桁（小数点含む）の数値※３
△：符号（”＿”または”－”）

ＤＥＶ＿＿＿＿□□□□□ｃｒ □□□□□□：標準偏差を表す６桁（小数点含む）の数値※４
□□□□□：コンパレータ上限設定値を表す５桁（小数点含む）の数字※３

△：符号（”＿”または”－”）
□□□□□：コンパレータ下限設定値を表す５桁（小数点含む）の数字※３

△：符号（”＿”または”－”）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （改行を意味する文字列）

＿ＤＡＴＡ＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （以降に計測データを送信する事を意味する文字列）

□□□□＊△＿○○○○○ｃｒ □□□□：メモリ番号を表す４桁の数字※２

： ＊：コンパレータの判定結果を表す１文字

（”□□□□＊・・・ｃｒ”の行を Ｈ：下限設定値≦計測データ＞上限設定値

メモリ番号”０００１”から最終 Ｌ：下限設定値＞計測データ≦上限設定値

メモリまで送信。最大１００件） Ｏ：下限設定値≦計測データ≦上限設定値

： Ｂ：下限設定値＞計測データ＞上限設定値

： ＿：コンパレータｏｆｆ（下限設定値＝上限設定値＝０）

： △：符号（”＿”または”－”）

： ○○○○○：計測データを表す５桁（小数点含む）の数値※３

＿＊＊＿ＥＮＤ＿＊＊＿＿ｃｒ
●標準メモリモードの計測値メモリデータ表示状態において、 以下のデータを連続して送信します。
ＰＥＡＫキーを押してメモリデータをＲＳ－２３２Ｃより □□：単位を表す文字列（２文字）

”＿Ｎ”または”ｇ＿”または”ｋｇ”
□□□□□：コンパレータ上限設定値を表す５桁（小数点含む）の数字※３

△：符号（”＿”または”－”）
□□□□□：コンパレータ下限設定値を表す５桁（小数点含む）の数字※３

△：符号（”＿”または”－”）

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｃｒ （改行を意味する文字列）

Ｎｏ．□□□＿＿＿＿＿＿ｃｒ □□□：メモリ番号を表す３桁の数字※６

ＰＭＡＸ＿＿＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＭＭＡＸ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最大値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＰＭＩＮ＿＿＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＭＭＩＮ＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナス最小値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＰＫＣ＿＿＿＿□□□□□ｃｒ □□□□□：プラスピーク値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＰＫＴ＿＿－＿□□□□□ｃｒ □□□□□：マイナスピーク値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

ＬＡＳＴ＿△＿□□□□□ｃｒ □□□□□：最終計測値を表す５桁（小数点含む）の数値※３

： △：符号（”＿”または”－”）
（”Ｎｏ．□□□・・・ｃｒ”　から　
”ＬＡＳ・・・ｃｒ”の行を、メモリ
番号”００１”から最終メモリまで
送信。最大５０件）

：

●ホスト側との通信において、本機側で通信エラーを検出 ＯＢｃｒ コマンドフォーマットエラー（コマンド間違い）
ＯＦｃｒ フレーミングエラー
ＯＨｃｒ オーバーランエラー

※２　４桁の数字が入ります。例：”００２１”
※３　小数点、４桁の数字が入ります。例：”０２．１０”
※４　５桁の数字が入ります。例：”００．１５０”
※６　３桁の数字が入ります。例：”０５０”

4／4


	ｺﾏﾝﾄﾞ表

